
【重点審議事項の論点整理について（環境・農水常任委員会）】

（論点整理を行った重点審議事項）

農業・林業・水産業の振興と活性化について

（整理された論点）

県産農畜水産物のブランド力向上に向けた取り組みについて

委員会における取り組み 論点整理につき出された意見（主なものを抜粋） 備 考

平成24年９月12日常任委員会 ・滋賀県としての統一性をもったブランド、メッセージ性

・滋賀県産農畜産物海外輸出プロモーション事業の取り組み状況 のある販売戦略をおこなってほしい。

について

・水産業について、農業と同様にブランド化や漁獲高の

平成24年10月４日 増加等、持続した取組を進めてもらいたい。

・しがの農業・水産業新戦略プランの進行管理について

・環境こだわり農業の取組状況について ・滋賀７３号について、ブランド化や県外への発信を進め

・高品質ビワマス生産技術の開発について ていくには、トッププロモーションなども必要である。

平成24年11月14日 ・県内外への農産物のブランドや発信などについては、

・水稲の新品種「滋賀７３号」について より一層各課が連携して取り組んでもらいたい。

平成24年12月21日 ・事業者が海外進出を行う際のさまざまな障壁について、 12月定例会で本意見

・滋賀県産農畜産物海外輸出プロモーション事業の報告について より具体的な相談が行えるようきめ細かな支援が必要で について委員長報告

ある。

※県外行政調査（H24.11.7～9）

熊本県農業公園カントリーパーク ・海外向けのプロモーションについては、それぞれの都道

熊本県農畜産物輸出促進協議会 府県で行われており、滋賀ならではの取り組みが必要で

協同組合くまもと製材 ある。

※県内行政調査（H25.1.21）

財団法人滋賀県食肉公社

醒井養鱒場


